
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































幸福 安定 当然 結婚せず
600万以上
500～600万
4・・一5・・万［＝互＝一
300～400万
2・・一3・・万［＝亙＝一コ
1・・一2・・万［互〔紐＝＝＝亟＝＝コi≡i≡≡ヨ
　　　　　　　　　図16　収入階層別婚姻観
　　　　　　　　　桔婚す．子供が生ま
　　　　　　　　　るまで　れるまで　　　　再就職　　　　　　継　続
600万以上
500～600万
400～500万
3・・一49・万［薩怨讐甕一≡iヨ］
200～300万
1・・一2・・万［］茎璽i璽璽匪＝］≡≡i塁
図17　　収’入　階　層　別　職　調馬
長崎大学教育学部社会科学論叢　第30号 45
とは，実際の収入が帰属階層ほどは婚姻観，職業観に影響を与えていないということであ
る。帰属階層は収入のように客観的にはかれるものではなく，対象者自体が階層を決定す
る主観的な意識の産物である②。このことからつぎの問題が生じよう。我国においては自
己の所属階層を中流に位置づける者が実に90％にものぼる。そこでこの中流意識が社会に
おける女性の一般的なあり方を定めているということになろう。中流階層における女性の
意識が必ずしも先進的なものでないことはこれまで見てきたとおりであるが，この中流意
識がどのようなものであるかについてはより詳細な分析が必要であろう。
　さらに女性問題はきわめて意識的な問題であるということから意識上に自覚されない限
り問題とはなりえない。高等教育は，問題を自覚させるための重要な手段であるが，それ
とともに中流階層へのパスポートでもある。ここに女性問題がかかえているもう一つの重
大な困難性がある。
　女性問題が社会的な意識に規定されるということの他の側面は，男性の意識との関連で
とらえられなければならない。職業観の中に占める男女の役割分担意識の大きな位置づけ
からもこのことは明らかである。ちなみに，福岡県男性有識者の意識調査において，若年
層の男性の意識が，高年齢層の男性の意識と比べ，女性の職業活動を否定し，役割分担を
肯定する方向に傾いている㈲のは女性の意識構造とパラレルである。
　以上，非常に簡単に見てきたが，この中でもすでに女性問題解決の困難さが明らかにな
った。すでにこれまでみたごとく今や女性解放は具体的行動の方向を見失い，社会全体の
保守化という大きな流れの中で，これも例外ではなく徐々に後退していく傾向にある。こ
のような流れに対抗するのに，単なる大学教育はもはやその力を失った。
　かかる世論のすう勢の中で，女性解放を考えるとき，われわれがなすべき緊急の最重要
な事柄は，もう一度出発点に立ち戻って，生き方を個人の自由な選択に任せると見かけの
よいことを言うのではなく今どの方向に進むべきなのか，具体的行動として何をすればよ
いのかを明らかにすることであろう。それとともに中流意識や男性の意識にまどわされる
ことなく，自分の置かれている立場を客観的に認識することであろうと考える。
注
｛1）九大女子卒業生の会会誌，第11号，1976年9月。
（2｝国民生活センター編r変動期における生活意識と行動』金子書房，1978年，p．64～76。
㈲　　r福岡県男性有識者の婦入問題に関する意識調査報告書』日本有識婦人クラブ，全国連合会福
　　岡クラブ，1980年。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和55年10月31日受理）
